
一一 山村
捕
勃
上
生
経
賛
古
鳥
し
関
す
る
調
査
報
告

3() 

， 

高
山
寺
所
蔵
の
「
観
鴻
勃
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
賛
傘
下
」
ハ
尾
欠
一
山容)

に
は、
平
安
初
期
の
朱
白
二
舗艇
の
訓
点
が
あ
る 。

傍
訓
語
裁
の
登
宮
な
二

と 、
コ
の
仮
名
に
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
乙
二
績
の
使
ひ
分
げ
が
あ
る
こ

k 、

さ
ら
に
加
点
が
詳
密
で
あ
っ
て 、

-g
女
が
解
献
し

符
ら
れ
る
こ
と
な

ど
￡
り
し
て
も 、
さ
ら
に
ま
れ
伐
く

仮
名
字
体
・
チ
ヨ
ト
点
・

音
創出
・

誇

張
・

語
法
の
各
方
而
か
ら
し
て
L 、

平
安
初
頭
の
国
語
資
料
、と
し
て
食
震

な
L

の
で
あ
る
の
で 、

こ
こ

に
そ
の
概
要
の
一
端
た
報
告
す
る。

会
訓
輔副

文
を
錫
げ 、

そ
の
詳
細
な
研
究
任
述
べ
れ
い
の
で
あ
る
が 、

乏
し
い
紙
面

の
工
と

故 、

今
回
は
単
な
る
資
料
報
告
の
程
度
に
と
ど
め
る。

分
長
縮
減

の
銭 、

用
例
は
際
漢
文
た
省
い
て
訓
鎖
交
の
み
と
し 、
引
例
の
数
た
限
り 、

又
引
用
文
も
で
き
る
限
り

短
く
し
た 。

な
ほ
こ
の
研
究
の
公
表
た
快
諾
さ

れ
た
高
山
寺
住
職
小
川
義
章
師 、

翻
査
ド
当
り
一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
ル
賜

は
つ
れ
国
立
博
物
館
岡
山
信
郎
先
生、

口光
沢
恭
三
先
生 、
叉
篤
経
史
上
御

数
示
か
耐聞
い
わい
石
岡
茂
作
先
庄 、

堀
江
知
彦
先
生
に
深
く

御
鵡
申
し
上
げ

る。
一

、

a

=
、

朱

説
却
ハ
頁J

夜
泣

築中
田

統

裕夫

島

付
仮
名
字
体
泣

MH
チ
コ
ト
占…
担

同明
器
禁
幻

偶
語
法
的制

三 、

自

点
ω

付
表
飽
法
叫

同
菅
訟
担

同門
訓
法
話

伺
苦
闘出
掛

同
訓
法
相

制
語
数
円引

同円
語
法
同叩

一、
総

説

本
警は
高
山
寺
所
蔵の
巻
子
本一
巻
で 、
巻
首か
ら「
経
於
星
宿
劫
至
受
菩

提
記」
の
項の
「
第二
劫
逢
七
万」
ま
で
を
存し 、
以
下を
欠い
て
ゐる 。

凡で
ご
十二
紙、
全
長三
丈六
尺五
寸入
分 。
巻
首に
は
表
紙
戸
長
さ
七
寸

幅入
寸
七
分五
厘〉
を
附
す 。
尾
欠の
為
奥
奮を
知り
得
ず、
他に
書
写に

関
する
記
載
を
見
ぬ
が 、
写
経
史上 、
書
体
その
他か
ら
見て 、
貞
観
l
延
喜

の
こ
ろに
位
置さ
せ
る
の
が
至
当
で
あら
うか
と雪一回は
れる 。
玄口
等の
調
査

の
結
果で
は、
ヒの
訓
点は 、
国
語
史
上の
み
か
ら
見
れ
ば 、
恐ら
く
天
長・

承
和
よ
り
貞
観・
元
臨
時
代の
もの
と
察
知さ
れるの
で
あっ
て 、
右の
写

経
史
方
面か
らの
見
解
と
大
体一
致する
もの
で
あ
る 。

朱
点
が
先づ
施
さ
れ 、
白
点
が
後で
ゅのる 。
そ
れ
は 、
付
白
点
が
朱
点を



覆っ
た
所
が
あるの
に。
逆の
こ
とは
ない
こ
と。
伸、「
度」
字に
朱
点で

「
間」
と
字
音を
附し
た
下に
白
点で
「
反」を
附加し
た
例が
あ
る
こ
と。

悼、
朱
点はコ
の
音
節が
甲
乙二
類に
使ひ
分けら
れて
ゐ
るの
に、
自
点

に
は
そ
れが
ない
こと齢、
など
か
ら
推定
さ
れる。
白点は
朱
点とは
別

途に
附
さ
れた
もの
らし
く、
白
点は
朱
点を
補ふ
た
めに
加へ
ら
れたの

で
は
ない。
ヲコ
ト
点も別
系
統の
もの
で
ある。

朱点
はテニ
ハ
ル
点
系のヲコ
ト
点を
使用し、
朗
瞭精
密で、
全
巻
読

下し
可
能で
ある
が、
自
点は
喜
多院
系のヲコ
ト
点で
あり品
剥
脱
が
甚

だ
し
く
ハ
殊に
巻
首
が
著しい〉
読
解不
能の
箇
所が
多い。
その
為、
白

点の
語法につ
い
て
は
詳
察し
得
なかっ
た。

東
大
寺図
書館
所
蔵の
「
観
禰
勤上
生兜
率
天
経
費
巻
下」
一
巻は
本
書

と
同一
の
書で
あっ
て、
本
文の
書
写は
平
安
末期乃
至
鎌
倉
初
期と
推定

さ
れ、
本
文と
略
同
時
代と見
ら
れる
朱筆で
訓
とヲコ
ト
点ハ
喜
多院
点〉

と
が
附せ
ら
れて
ゐる。
全
文訓下
し
可
能で
あっ
て、
本
書の
訓
点と
は

告
異同
が
多く、
この
両
者を
比
較
する
時は、
平
安
初期か
ら
末期へ
の
訓
読

酬
の
推
移を
明
ら
め
る
上で
興
味
ある
研
究と
なるの
で
ある
が、
今
回は
そ

棚
れは
省
略し、一
部の
訓
読
文の
例を
併せ
掲
げるに
止
め
るこ
と
と
す
るa

す
ハ
高
山
寺に
は
捌
勃上
生
経一
巻
が
あっ
て、
石
川
朝
臣年
足の
天
平
十
年

羽
の
名
鑑に
かか
る。
朱四車
両
種の
訓
点が
ある
が、
平
安
後期の
もの
で
あ

泊
る。
な
ほ五
島
援
太
氏
蔵
本に
調
勃上
生
経疏
巻上一
巻の
平
安
中期
白
点

賛
が
あるod

経生上初漏

、
岡山
文
の
仮
名
は
片
仮
名
で 、

チ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で〆

O
訓
読
文
例(
あ
ち
は
し
、

繍
讃
は
括
弧
毎
附
し 、

句
点
は
。
印、と
守)

〆
る。
〔〕
は
不
競
字。

句
点
の
知
舗
は
、

印
、と

す
る。
、

ハ原文
〉

善担割、
一式何
如来応
正
等覚
入
十相
好、
善
現、
世
尊
指爪、
狭

長
薄
潤、
光
潔
鮮
浄、
如
花
赤銅、
是
為第一、
世尊手
足、
指同
紙
長、

x同町川
直
柔
軟、
節
骨
不
問視、
是
為
第一一、
世
尊
手足、
各
等
無
差、
於
諸
指
問、

悉
皆
充
密、
是
為第三、
世
尊手
足、
円満
知
意、
軟浄
光
沢、
色如
蓮
花、

是
為
第四、
世尊
筋
脈、
盤
結堅
固、
深
際不現、
是
為
第五、
世尊
両
際、

倶
隠不
現、
是
為
第六、
世尊行
歩、
直進
出停
約、
如
竜象
玉、
是
為
第七、

世尊
行
歩、
威容
湾
筋、
如
師子
玉、
是
為
第入、

ハ
平
安
初
剣
朱
点V
善
説、一五
何〈
な
るをυ
そ
如
来応
正
等覚の
入
十
随
好

円υす』弓か】

とい
ふ、
普
現、
世
尊の
指の
爪は
狭〈戸しdて
長し。
薄
に
潤ヒ
て
光潔

寸

な
り。
鮮
浄ハな〉
る
こ
と
花と
赤銅
との
如し。
是を
第一〈と〉
為。
世尊

【念りりかvmぞひやかU

マリリ念

〔ヲ】し

の
手
足の
指は、
円
に
織
に、
長く
x
に
直く
柔
軟に(し〉て
節

ヤ応》ネ

守

す

骨
現にハ
あらば
不。
是を
第三
と
為。
世尊〈の)
手
足は
各ハE)
等ハし〉く

ハし)て
差ハふ)
こ
と
無し。
〔
於〕
諸の
指の
聞は
悉《
皆充'
密せ
り。
是

す

を
第三
と
為。
世
尊の
手
足
は
円i
満
如
意
なり。
軟に
浄く
光り
沢ハひ〉

す

カ、マ門ムえ余、】

て、
色、
蓮
花の
知し。
是を
第四と
為。
世尊の
筋
脈、
盤
リ
結
レ
て
堅

す

τ

〈
固く、
深く
隠レ
て
現ハに
あら〉
不。
是を
第五
と
為
。

世
尊の
両の

古ムラ

す

す

ヲ

際
は
倶に
援ハ
れ)て
現にハ
あら)
不。
是を
第六
と
為。
世尊の
行
歩ハし

T

ET

 

た
まふ)こ
と
直に
進ハ
み〉て一厚・
約とヨ
ソ、
、(な)
るこ
と
竜象王
の
如

す

オ己ゾ均

し。
是(を〉
第
七
と
為。
世
尊の
行
歩ハし)タマフ
威容は
賓く
粛
〈な〉

す

るこ
と
師
子
玉の
如し。
是ハを〉
第八
と
為。

ハ平安初期白
点
d

善現 、
云何
なるハを
〉か
如
来応
正
等覚の
入十
随
好

ホソ

とい
ふ、
善現、
世尊の
指〈の)爪ハは)
狭ヤ
かに
長ヤ
か
に
薄ハら〉か
に
潤

，.

ゥルタ

ニと

ヒ
光潔ハ
なり
て
鮮かに
浄〈
き〉こ
と
花シ
キ
赤。
銅の
如し。
是を
第一

す
ハと〉
為。
秋
尊ハの〉
手
足の
指は、
円に
織かに
長くx
かに
直く
柔ハ〈)

ヲシ《ホ】ネアラハ

す

令

軟カ
に、
節
骨
現
にハあ
ら)不。
是ハを〉
第二
と
為。
世尊ハの〉
手足
は.
31 



シナ

各(E)
等シ
くし
て
差
無シ。
〔
於〕
諸の
指の
聞は
悉
く
皆充4
密せ
り、

是ーを
第三
と
が。
世尊の
手
足は
円かに
満チ
代
如1
怠な
h刊行ノ
城戸にu
浄

エホ
〈
光
リ

沢
ヒて 、
色、
蓮
花
の

如
し。
是
を

第四
と
為。惟尊
の

筋

脈
、

縫1
結

と
ム
ス
ホ
、

リ
テ

堅・

固
ハ
に
し
て
ゾ
〔
イ・
堅
ハ
く
〉
固
く
]

深
く

隠
レ
て

現
は

す

す

ツフ、

y
に
ハあ
ら
ゾ
不
。既定
を

第
五
と
為。
世尊
の

両
の
燦
ハは
〉倶に
際
ハ
れ)
て

現
は

す

す

，.

に(
あら〉
不‘目だを
第六
と
為。
世
尊の
行き
歩ミ
た
ま
ふハ
こ
と〉
直〈
進ミ

す

(
て
て

序
l
約
と
ヨ
ソ
、
、
ニ

シ
テ

篭
象
主
の

如
し
。

是
を

第
七
と

為。

世

尊ハの〉
行
歩ハし〉
た
さ
ふ
威t
容は
爽t
痛とオコ
ソ
カ
ナルコ
ト
師子
玉の

す

如-し 。
是
を

第入
と

為。

ハ
平
安
末
期
朱
点〉

善
現 、

如
何
ハ
な
る
を
か
)
如
来ハ
の
V
応
正
等
覚
の
八
十

凡義也一
-
三
四
五
六
北

随好とい
ふ
。

善
相側、

世尊
の

指
の

爪
は
狭と
長
と
・減
と

潤
と
光と
潔と
鮮

と併と
な
る
こ
と

花と
赤
銅と
の

如
ハしυ 。
是
ハ

止さ
第
一
ハと
ぱ
為。
世尊
の

七義也
一

三

田

E
六
七

手
足
の

指
は。
円
と。
織
と
長
とx
l
直と
柔・
軟
と
節
と
骨と現
ハ
なら〉
不。

是
ハ
を
ゾ
第一
一
ハ
と)
為。
世尊
の手
足は各
等
ハ
し
く
ゾ
し
て

差
ケぢこ
と
無

ハ
し
d
o

〔
於
〕

諾
の

指
の

間
ハ
に
し
て
〉
悉
ハ
く
〉

皆
充
密
せ
り
。

是
ハ
を
)
第一一一

大義也

ハと〉
為。
世尊
の手
足
は円
満
なり
と
如意
な
り
と

軟
と
浄
と
光之
沢と
に

し
て
、
色
、

蓮
花
の

如
し
。

是
ハ
を
)

第
四
(
と
υ、
為。

世
尊
の

筋
l
脈
は
稽
結
に

し
て

堅
固
な
り
、

深
隠
に
し
て
現
ハ
な
ら
ば
不。

是
ハ
を
〉
第
五
ハ
と
〉

為。

世
尊

ハ
の
)
両
の

擦

は

倶
(
に
)
隠
(
れ
)
て
現
〈
な
ら
)
不。

目
だ
ハ
を
)
第
六
(
と
)
為。

世尊
ハ
の
)
行
歩
〈し
)
タ
マ
フ

とき 、
直進
摩約
なる
こ
と

竜
象王
の

如
ハし〉d

是
(
を
)
第
七
ハ
と
)
為。

世
尊
の
行
歩
(
L
)
タ
マ
ブ
(
と
き〉 、

成
容
爽

粛

に

して
師子
玉
の

如
ハし
〉
。

是
ハ
を
)
第八
ハ
とυ
為。

ニ、
朱、BJ一仮

名

rk

 

別掲
の

如くで
あ
る。

-ソ
の
第二
休、
テの
第三、
四・
五
体、
ネの
第三
体、
フ
の
第五
体、

メ、
江の
第一
・
二
体、
ル
の
第一
・一一
体、
ワ
の
第二
体な
どは
こ
と
に

ま
れ
な学
体で
あるが、
この
や
うに
付
他の
点
本に
ほ
と
ん
ど
例な
き
字

体が
多く、
伺
同
音を
表は
すの
に二
三の
異なっ
た
字
源か
ら
出た
学
休

が
混
雑し、
同
同，一
字
源か
ら
出た
もの
で
もその
省
略の
仕
方が
相
違し

て

種
々
の

具
体
を
生
じ
て
ゐ
る
。

こ
の
三

方
面
か
ら
見
て
、

本
選
の

仮
名
が

点
観
以

往
の

初
期
の

未
整
理
期
の

も
の

な
る
こ
と
が
判
る
。

、ノ=

ヲ

コ

ト

点

rt、

ヲコ
ト

点
は

第四
群
点
ハ中問、
日
本
文
学大
辞典別
巻
の「乎古止
点

ハ
楠
)
」
U

の

項
の

祖
点
に
位
置
し
、

こ
の

や
う
な
も
の
が
、

後
世
の
テ
ニ
ハ

ル

点
と
な
る
の

で
る
る。

平
安
初期
訓
点
本でこの
第四
群
点哉の
ヲコ
ト
点を
有す
る
も
の
に

は、
他に
高
嶺
秀夫氏
旧
蔵法
華
文句一
巻戸
東
大
国
語
研
究
室に
影察
本

わ
り〉
の
朱
点、
東大
寺
蔵金
光明
最勝玉
経
註
釈の
白
点、
松
田
福一
郎

氏
蔵四
分
律
行
事紗の
白
点が
ある。
し
か
し
こ
れら
が
何
れ
も
加
点者、

加
点の
事情
、

相互
の

関
係
など
ほ
と
ん
と
不
明
で
ある
の
は
、

誠
に

残念

で
ある。
ハ
金
光明
最
勝王
註
釈
古
点と
四
分
律行
事紗
古
点
と
だ
け
に

は
、

近
い

師
資
の

関
係
が
あ
る
こ
と
は

判
明
し
た
が
、

加
点
者
は
未
詳
で
あ

る
o
d
p
テ
ニ
ハ

ル

点
は
平
安
後
半
期
に
な
る
と
、

天
台
宗
の
一

部
の

学
侶
の

間
に使
用さ
れたこ
と
が
、

中国
の

調
査
に
よっ
て

判
明
し
た。
し
か
し平
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‘ー

安
初期の
資
料と吊
後半
期との
札脈
絡は
資
料の
闘
除に
よっ
て
ま
だ
不
明

で
ある
J
本
点
中
注意
すべ
きこ
とを一玄へ
ば、
付
星
点の
形が
や
や
長めの、
で

あ
る。
平
安
初期
点
本に
は
か
や
う
な
もの
が
比
絞的
多い。
後に
は・
の

形
と
なっ
て
行く。
同
星
点の
中、
中
央附
近の
リ、
ε、、
シ、ム、ヵ
は一

一
につ
い
て
は
適
硲
陀
位
置を
定
め
得ない。
多くの
例
を
見
合は
せて
図

の
や
うに
定め
た。
品開、、は
星
点を
二つ
蜜
ねて
同品目の
連
続を
示
す
も

の
で、
例へ
ば
中
央右の
星
点はル
で
ある
が、「
生」
字の
右に
星
点を二つ

附し
て「
生ル
ル」と
よ
ませ
る
や
う
な
例で
ある。
同「
丁」は「
言」の
賂
体

なる
べ
く、ト
イフ
を
表は
ずが、
場
所に
よっ
て
よ
み
方が
異る
ゃ
うで
あ

る。
即，
ち、
右
肩は「ト
イフハ」、
右
下は「
ト
イプ」「ト
イヒ」「ト
イ

ハハ
未
然形
ど
な
ど、
左
下は「ト
イへ
リ」、
左
肩は「
イハ
グ」を
受
けた

結
びの「ト
イフ」に
用
ゐて
ある。
「
す」は
思ふ
に「T」(ト
イプ)と「V」

ハヲ〉
との
合
符で、
「ト
イフコ
トヲ」又は「
ト
イフコ
トハナシ
どの
や
う

に、
上
文に
返っ
て
行く
時に
限っ
て
用
ゐら
れるの
で
ある。
同ヲコ
ト

点は
語
尾や
辞
ハ
助
詞・
助動
詞〉
だ
けで
な
く、
諮
幹を
示
すに
も
用
ゐ、

仮名
と
全
く
対
等に
扱
は
れ
て
ゐ
る。
例へ
ば、
払ハへ
吋
Z、
郷
町YP

ミレハ、
覧みる
ドトな
どの
如くで
ある。
知
恩
院
蔵
大
唐三
蔵玄
突
法
師
表

啓
な
ど
もこの
類
が
多い。

、E''

。

怪
奇

韻

付
コ
の
仮
名に
は「
古」「
子」「
己」の一一一
種が
ある
が、
上
代
特
殊
仮
名

遣に
mmら
すに、
この
中「
古」「
子」はの
甲類の
仮
名で
あり「
己」は

乙
類の
仮
名で
あっ
て・、
本
書で
は
次の
や
う
に
古例の
使ひ
分けが
見

ら
れる。

'B，
.，h，

 

陪マナ十同〈「
目
之子」の
義、「
子」は
記
紀万葉
等
で甲
類〉

威ヂプ古〈
ハ
万
葉
等で
甲
類〉

蛮ヵ

、

ミハ討ハ
新
撰学
鏡で
甲
類〉

煤古ム-一フ
ハ
同
右〉

細
向守ヤカ
ペ斗マ
ケ
シ
が
新
撰
字
鏡で
甲
類〉

「
子」
眼
精噌ナ子
ハ
右に
述べ
たυ

以
上
甲類の「
古」「
子」
の
用
例は
すべ
て
奈
良
朝時
代の
例に
合ふ
か

或い
は
甲
乙の
区
別を
保っ
て
ゐ
る
と
こ
ろの
新
撰
字
鏡獅
議日尚一壮
語

艶…回ω棚端的糊語の
例に
合致し
て
ゐる。
次に
乙
類の「
己」
は

「
己」
之司ノ
ハ
記
紀万
集で
乙
類〉

此己申
ハ
悶
右〉

函(才モテ)町ト--
ハ一一
例〉
戸
紀万
葉で
乙
類υ

此
?に
溺オ己ソ由
ハ
新
撰
浮
鏡で
乙
猿〉

敦
舗とオ己yカZシテ
ハ同
右〉

教オ己ソケ〈ハ
同右V

生オ己ゐ
ハオコ
ス
は
万
葉で
乙
類U

の
如く、
すべ
て
乙
類の
例証
又は
傍
誌が
るる。
但し

透
過
と
モ
己
ヨ
ハ

の
そコ
ヨ
フ
の一
語は
他
例が
ない
が、
モコ
ヨ
の
や
うにオ
列音が
続く

時は
乙
類の
可
能
性が
多い制紘一悌一州問枇」[
撚訂
時間叫附則一一山崎
一故、
この
場

合
も
恐ら
く
乙
類と
見て
よい
で
らら
う。
き
す
れば
本番の
十六
例
中
疑

は
しい
もの
は一
例も
な
く
すべ
て右
例の
如く
書
分け
ら
れて
ゐる
と
言

ひ
得る。

「
古」
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古
訓
点
本の
中でコ
のご
類の
書
分
けが
あ
る
もの
に
は
東
大
寺
菰
議
文
稿

(崎
山認可民)
西
大
寺
本
金
光明
最
勝王
経(州町
一宮一切)等が
あ
り、
区
別が
な

い
らしい
もの
に
は
知恩
院
蔵
大
唐三
蔵
玄
奨
法
師
表
啓、
金
剛
波
若経
集

験
記、
重諸問
蔵
願畿四
分
律、
大
智
度論天
安
点、
地
蔵
十
輸経
元
慶一万
年

点
な
ど
があ
る。

，
新
撰
字
鏡
或い
は
笠
異
記訓
註の
如
く、
万
集
仮
名の
場
合には、
前
代

か
らの
字
形を
写し
伝へ
る
と
と
も
あら
うが、
平
安
初期
訓
点
本で
は
後

世の
如
〈
移点
する
習
慣は
成り
立っ
て
ゐ
なかヴ
たの
で
ある
か
ら、
字

体を
原
点
本か
ら
写し
伝へ
た
とは
考へ
ら
れ
ず、
仮
名の
用
法に
区
別が

あるの
は
発
音し
分けて
ゐた
為と
見ら
れる。
ハなほ、
特
異
な
字
体を

師
資相承
した
こ
と
も
あったが、
そ
れは
特異
な
字
体に
限るの
で
あっ

て、
コ
の
字の
諸
体は
すべ
て
あり
ふ
れた
もの
で
ある
か
ら、
か
や
う
な

事
情
も
考へ
ら
れ
ない〉
有坂
惇士に
よ
れ
ば
.一誠一山、
宣
命に
於
けるコ

の甲
乙コ
類の
混用は
貞
観七
年
以
後に
見ら
れる
が、
こ
れは
恐ら
く
音

績の
変
遷
に
基づ
く
もの
で
あら
うか
ら
本
訓
点の
加
点
年
代も
亦、
この

時
代或い
はそ
れ
以
前と
限
る
こと
が
出
来る
と
思
ふ。

同
ア
行のエ
とヤ
行のエ
と
は
勿
論区
別が
るる。
ア
行のエ
には門
衣」

の
略
体'ハ
行
書体の
第一
劃
及び
第二
割〉
を
用
ゐ、
ヤ
行のエ
に
は「
兄」

の
草
体を
用
ゐて
ゐる。

Oア
行のエ
||一
例

世
尊の
面輪は
惰く
広
〈
所を
禅
ハ「
偽」の
連
用
形〉

Oヤ
行のエ
ll
五
例

、六
十二
見を
趨斗破
りツ
ハヤ
行
活用「
愈ゆ」
の
連
用
形
語
尾)

諸の
修行
する
新を
簡斗て
ハヤ
行
活用「
越
ゆ」
の
連
用
形
語
尾〉

調勃上生経賛古点に関す る 調査報告

能く
六
道を
趨斗
十
地を
超ハえ〉ヌ
る
故に
ハ
同
右)

〈
惑
箆を
能
組斗
彼の
浄
方を
祈フ
ハヤ
行
活用「
超
ゆ」の
連用
形
語

尾)制とい
ふ
は〔
者〕
美の
義一そ(
除
母〉

悼、
誇
中語
尾のハ
行
音は、
ウルワ
シ
の一暫一聞を
除
き、
他は
すべ
て
区

別
が
あ
る。
ウ
ルワ
シ
の
例はtウル9
・aFAdd

ハ
世尊の〉
発シ
タ
マ
フ言一
は
捌汁
バシ-13約、ロハな〉る
こ
と
銅
迦の

音の
如し

と
あ
る
もの
で、
この
語に
限っ
て
平
安
初期に、
既にハ↓ワ
の
転
換が

あっ
た
こ
とにつ
い
て
は
先
学の
指
摘さ
れた
所で
ある。
帰朝一何鋪一
縫恥師

王鰹古誌の国語学的研。

次」均四八頁以下等

伸、
音
便の
明らか
な
例は
皆
無で
・ある。
但し
「
去」
の
訓に
「シソ
キ

て」
と
あるの
が
問
題に
なる。
平
安
時
代にシ
ゾ
グ
は
仮
名
文
学に
は
頻

出
する
が
訓
点
傍
訓に・は
概し
て
例を
見
ず何時
崎市沼町棚
常にジ
リグ
グ
と

出て
来る。
シ
ゾ
グ
とシ
リグ
ターは
同
義で、
仙源
抄
僻
点刊
にシゾ
グ
は

シ
γグ
グ
と
発音
すべ
し
と
記さ
れて
を
り、
シ
リグ
グの
扱
音
使か
と
考

へ
ら
れる。
け
れど
も一
方シ
ソ
ク
はシハ
後〉十ソ
グ(退〉
か
も
知
れぬ。

〈
観
智
院
本名
義抄でシ
サ
ル
の
サに
声
点が一
つ
なの
はサ
が
潜ん
で
ゐ

る
証
拠で、、シ
リ
サル
↓シ
Y
ザル
シ
ザル
で
は
な〈、
シ〈
後〉+
サル

(退〉
で、
シハ
後〉
なる
語が
あっ
た
と
考へ
得るJ
又、
本
点
中に
は
修

。

。

ヲサタの
如
き
附
訓が
る
り、
こ
れは、「ヲ
サメ
タ
る」の
メ
が
省か
れて
ゐ

るの
で
あっ
て、
か
や
うに
語
中の
仮
名が
省
略さ
れた
例
が
ある
こ
と
故、

シ
ソ
グ
も
或い
はシ
リソ
クの
リ
が
省か
れた
もの
か
も
知
れぬ。
つ
ま
り
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こ
れを
に
はか
に
音
使の
省
記とは
断定で
き
な
いの
で
ゆめるけ

又、「
喉ノムト」の
例が
るる。
八
十
華厳
音
義私
記に
は「
乃
美土」
と
る

る。
目。ヨ山件。Vロ。自白。
の
音転で
あ
ら
うか。

同、「
領カハ手」。
ヵマ
チ
と
通ふ
カパ
チ
で、パ
行マ
行
相
関の
例で
ある。

「
不
生む宇(れ)シ」ヲコ
ト
点「
む」で
上の
如
〈
読んで
ある0・

「
実-一テリ」。
ミ
テ
リの
ミ
が-一
と
置
換し
た
例。
ニ
とミ
と
は
本
点で

は
字体が
似て
ゐるの
で
誤
記の
疑も
ある
が、
当
時ミ
とニ
と
が
音
韻
交

替し
た
例は
多い
ハミ-プ
|ニ
ラ、
ミプ
lニ
プ、
ミア
グ
|ニ
ア
グ、
ミ

ホ
セ
!?
ボ
ヒ、
サ
ウ
ジ
ミ
|サ
ウ
ジニ
な
ど)
放、
こ
れも
その一
例と

数へ
得ょ
う。

同円、
字音
l!
類
音
漢字
表
記と
仮
名
表
記とで、
すべ
て
十
例
ある。

凶
類
音
漢
字
表
記
i|
署
長)、
替、
度問、
藤六、
範凡

倒
諾アム、
絡シ、
野ヶ、
艶エム、
歩ア

右の
内、
野ヶ、
歩7
に
よ
り
本
字
音
点は
呉
音
系なるこ
と
が
知ら
れ

る。
漢
字の
頭
子音の
消
滅につ
い
て
は、
区
別し
た
あと
も
ある
ゃ
うで

あ
る
が、
こ
れ
だ
けで
は
判
明し
ない。
扇
子
音の
援音
尾田、
口、
時、

は
区
別さ
れ
て
ゐ
る。
即
ちm
尾
J1
範凡、
諸アム、
艶エム、
n
尾|
度
内

時
l
庫正
で
ある。
「
絡シ」
には
仮
名の
外にヲヨ
ト
点で「
し」が
附い
て

ゐ
る。
ヲヨ
ト
点の
字音
表
記は
比
絞的
珍しい
務日
惣
銀
理。

、J回

訓

法

〆九

・本
輩、は
瀬
勃上
生経の
註
解
毒で
あ
り、
その
教
義の
説
明に
終
始して

ゐ
ゐの
で、
自
然
漢
語
ハ
字
音
語〉
が
多く
用
ゐ
ら
れる。
し
かし
巻
末
近

く
に
なる
と、
仏の
三
十二
種好、
入
十
相
好の
説
明が
あっ
て、
其
処に

は
身
体の
名
称、
動
作状
態の
記
述、
及び
そ
れらの
修飾
語
な
どが
あっ

て、

朱点・
白
点と
も
その
倭
訓が
甚だ
多
数且つ
多
額で
あり、
国
語h

奨
資殺と
して
貴
重で、
本
書の
用
例で、
他
書に
類
例
無き
もの、
現
存

最
古の
例と
なる
もの
等が
少く
ない。
「
訓議
文
例」とし
て
上に
掲
げた

の
は、
仏の
入
十
相
好を
述へ
た
最
初の
部
分で
ある。

本
文は
先づ
「
経
阿逸
多至
当
生
何
処」
の
や
うに
禰
勅
経の
本文を
掲

げ、
次い
で
「

餐日」
とし
て
大
衆法
師の
論が
誌さ
れる。
朱
点で
は

「
禁固」
以
後に
訓
点が
附せ
ら
れ、
白
点及び
平
安
末
期
朱
点では
「
費

日」
の
次の
本
文から
訓
点が
始まっ
て
ゐる。

朱
点白
点と
も、「
文選
読」
が
ある。
「
文選
読』
の
最
古の
例の一
つ

で
あ
る
が、
詳し
〈は
別
稿に
譲る
繋
む時四
帯一震情荒川。

O用
例
ハ朱
点の
み、
白
点は
後述〉

世尊の
容
儀は
洪きに
満ハち〉て

蛸l』聞社ぺ剖叫叶リ

ハ
世
尊容
儀
洪満

端剖〉

制』糊叶叶刈叶」汁通ヒ
流る
ハ
潤刑通
流〉

フ

時い111111111111-­

世尊の
行
歩ハし
た
ま
ふ〉
ζ
と直に
進ハみ〉て
南川
町
剖剖
川汁叶付制u

引dd竜
象玉の
如
し
ハ
世尊
行
歩
直進

隔制如
竜
象
王〉

安に
平
にハし〉て

宣明日司司ぺ寸汁ヰ({女

平瑚朋〉

世尊の
身
容は

剖』剛什司村寸汁刈斗斗汁.ハ
世尊
身
容
剖繭〉

なほ
東
大
寺蔵
本の
平
安
末期
訓
点に
は
この
文選続
が
全
然用
ゐら
れ

て
ゐない。
この
こ
と
は
訓
読
変透
史上
注目
すべ
き
ことで
ある。

附訓に
は
仮
名、
ヲコ
ト
点が
多
く、
他に「
援国也」「
碧宝(二例この
如く

漢学註
記
も
ある。
ヲコ
ト
点は
単に
助
詞・
助
動
詞・
語
尾に
限ら
ず、

体
言・
用一-一同の
語幹に
も広
く
用
ゐら
れ、
仮
名と
簡ぶ
所
がない。
字
音
語

は、
本
稿

に

掲
げた
多くの
引
例か
ら
も
見
ら
れる
如く
甚だ
多
数で
あ
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る。
「
軌・
範」「
以t
上」
の
如く
漢
字の
中
間に
音
合
符を
施し
たの
は、

音
読を
明
示
し
たの
だが、
そ
れは
な
く
と
も
字音
誇と
目
さ
れる
もの
は

少く
ない。
街

頭議議切

そ託子)「
類」
を「プ
ト
シ」
と
訓に
よ
む

一
方、
「ル
イセ
リ」
と立回
読
し
た
り、
「
円
満」を
「
円
満
す」「
円か
に
満

つ」
の
や
うに
音訓
両
様に
よん
ど
り
十る
こ
と
も
多い。
「
文
選
競」につ

い
て
は
上
述して
おい
た。「
円
満」
は「
円
満せ
り」
とサ
変動
詞に
も
又

「
円
満
な
り」
と
形容
動
詞ナリ
活用に
も
訓
じて
ゐる。

、ノ五 ­f‘、、
「他
見
な
し」
主
記
し
托
母
は
そ
の
露
。
他
の
用
例
が
管
見
に
入
b
a
晶
/

『
の
、
「
毘凪
古
例一
主
は
と
の
用
例
が
現
在
畳
古
と
考
へ
b
札
る
屯
の
。
但
し
戸

一

筋
撰
字
鋭
は
本
警
よ
り
下
る
品
。
と
し
て
そ
れ
に
見
え
る
蕗
晶
最
古
例
と
一

戸
記
し
大
O
大
体
全
訓
豆町
訓
白
例
を
主
と
し
も作
。

紙
稿。
都
合
土、
-
h
』

より
路
実
回開
法
申
持品目
は
ず
ベ
て
省
略
L
t
質
問
申
提
供
仁
と
E
め
免。

、

?カ

「
世尊の
庭の
色は:::

舟升刈
に
障レ
る
こ
と
頗
婆

語

e 

5爾靭上生鰹賛古点に関する調査報告

ー
ア
カ
ラ
カ
ハ
丹》

菓の
如
ヒ」

:

ヲ
え
九
内
、
タ
dy
h
仁司
ナ
リ
ヲ

円
二

&

2
ア
ザ
ハ
沈〉
最
古
例。
「
亦は
廉
点
庇賛
〈の〉
等
き
過は
元し」

ヲ
え
へ
《
A
ク
ゾ
ア
ザ
ナ
咽ヲ
ヲ

この
所hz
白
点は
「
亦
際
点‘
流
賞
ノ
等
舎
過
元し」
と
訓じ、
東大

エム

ウセイ

寺
蔵の
平
安
末期
点
本
で
は「
亦
際
点
流
賞
ハの〉
等
き
過
元ハし
ど

AVクYアセクξヱグ

と
訓
じて
ゐ
る。

3
ア
タヒハ直〉
「々
々
々
ハ
海
岸
呑〉
は、
六x
一端、

司叶裟
渡
世界に

信フ
ハh
h々
六vh
徳
副
婆
婆
世界υ」

アタヒ

ア

白
点
で
「
海
岸の
呑は
六X
の
償ハ
婆
護世
界に
直フ」、
東
大
寺
本
で

アタヒ

アタ

「
海
津
香、
六xの
価、
裟
渡
世
界に
直ル」
と
訓
じた
方
が
妥当
で
あ

る。
4
ア
トへハ
傍)
「
現に
闘に
資ハす〉
とい
ふ
は〔
者]
天の門
之〕
福
カ
な
り」

??

 

5
ア
ナハ簸)
「
世
尊の
諸の
期は
清
浄にハしvて
円
妙
なり」

ア
チ
ヒ
ラ

6
ア
ナ
ヒ
ラハ扶)
「
世
尊の
足の
限は:〔与〕
闘
と相
称(ひ〉て」
ハ
他

一
例〉

ア内夕

刊
アハ
タ円輸〉
最
古
例。
「
世尊の
膝の
闘は」

ハ
は
名
義抄の
声
点で
は
潜んで
ゐる。
白
点、
東
大
寺
本で
は一。
輪」

字
無訓。

ウヲ

F伸

8
ア
ヤハ
文U
「
世尊の
足の
下には
千
輯
輸のす(ア
リ」(他三
例U

9
ア
ヤマ
チハ謬)
「
訳1
家
白一プ

割寸叶を
成セ
ゐ
算か」

pv
ィロ

前
イロ
フ〈
号、「丈、
同首ハ
けぱる
に
同し」
(他一一例)

WMLv・
オコ

ロ
ウソ
プ
タ〈繍〉
「虎
諸問析
は風
生る」

'wwhE

e，

 

U
ウ
ツ
ツカハ凸・〉
他
見
無し。
「
世尊の
斉は・:・:
凸カ
に
も
あら
不」

白
点は
ツハ
グミ
テモ、
東
大
寺
本はツハ
クマ
と
訓
ずる。

時
-ワツハ
リハ梁〉
「
水駅きハり
回開〉て
剰叶ハ-p-d滞る」

M
ウ・ナ
グ〈
保)
「
此の
諸天
女、
左に
は
現
玖帽を
側計」

白
点
訓，ォヒ。
東大
寺
本
訓オヒ
き。

ウム7sv

m
ウナ
ジハ
項)
「
世尊の
肩
.閣
は」ハ
他一
例)

他
文
献に
証
ある
誇だ
が、一一一
井
寺法
明
院蔵
金
光明
経はオナシ、
仁

和
寺蔵
大日
経
疏
嘉
保二
年
点
に
オナチ
と
らり、
音
韻上
問
題が
ある。

路
ウラハ下〉

用
例は8
参照。「
足
下」全
体の意
読で
あ
ら
うー

ヲLv

brit-­

ロ
ウレ
シ
ラ〈慌〉
他
見
なし。「
世尊の
身の
支は:::
光り
使シ
ラ
な

り」白点は
「ハヒ
カ〉リウ
ルワ
シ
く」。
東大
寺
本は「
光悦し」と
音
説。

四
オゴ
ソ
カハ
帯側、
教
粛〉
訓読
特
有語。「
世尊の
行
歩ハし〉
タマフ
威
'57 



オコソ

容
は
済〈
闘が‘ハ
き
ご
と
師
子玉の
如し」「
世尊の
芸
品
古

(と)
オコ
ソ
カニ
シ
テ」

オコソ
hm.，t

mw
オゴ
ソ
ケシ〈
敦〉
他見
なし。
「
世尊の
身の
支は:::
剖什
什霊(

ハし〉て」

前
項の
諾の
派生
語と
恩は
れる。
日パ
四
と
もコ
は
乙
類の
仮
名で
あ

る。
白
点は「
敦1
軍
と
イ
ツ
クシ
クシ
テ」、
東大
寺本
は
文
選
読みは

なく「
教
室し
て」
と
訓
ずる。

オロソ

却
オロ
ソ
カ(x
持)『
世尊の
首の
髪、は

永ハく

刀ぺ訂に
落〈ち
ち

る
こ
と
元し」
カν

・

チ

白
点
は
「X
ケ
落ハ
ちた
る
こ
と
完シ」、
東大
寺
本は
「
液
》
する
こ

と
無ハし
ご
と
訓
ずる。

目カ
ガミパ
コハを〉
最
古
例。「
世尊の
足の
下に
は
平
満の
相
有りて
妙

カ-SFコ

善に
安住セ
るこ
と
猶ハし〉
到
の
底の
知し」

レム予イ

白
点は
「
坪
底」、
東
大
寺
本は
「

主君
と
音
読し
て
ゐ
る。

テ
ヵト仲'

m
カ
ガ
ヤ
ク(欄〉
「
主
主(柄
然〉〔
者〕と
は
崎駅リ
欄ケーる
か
門
之〕
異
名
な

り〔
也〕」ハ
他一
例〉

&ηキ-

m
カ
ギル(局、
橋〉
「
波離とい
ふ
は
下
訴
にハし〉て
情は
小
乗に
局
レ

b

もち

カキ

L
は
己の
所
知を
以て
報〈
尊の
極を
端レ
リ」

「
端」
はハ
カル
の
怠で
・ある
が
「
端
極」
全
体を
「
極ヲ
カ
ギル」と
意

内品H

読し
た
もの
か。
東大
寺本
は
「
尊

居室侃ル」
と
訓
ずる。

川内
カ
クハ
筋、
欠、
小〉
「
十五
日の
月

醐叶剖ハつ〉
るれ」
と
無くてア
る

か
知くに」
「
世尊の
腹の
形は
方eE
にハし〉
て
欠ケ
タ
る
こ
と
元

カ

し」
「
使(ふり〉一
億五
万

蔵川什ヌ」
ハ
他一
例)

カシ

d

お
カ
シコ
ジハ尊〉
「補l
処ハの)〔
之〕
相、
朝ゴ
孔
5
5t

bレvvhpvき

-­

m
カ
タ
ワタリハ
隠〉
他
見
なし。「
世尊の
勝一ーl
肢
は
悉く
皆
充チ
実

38 

テ
リ」

白
点で
は
この
字をカ
タ
と
訓じ、
東大
寺
本は
縛を
朱でカタハ
ラ、

墨でハ
グ
と
訓
ずる。

4n

 

幻
カ
ヌハ
該〉
「
行も一
切を
謝材
た
り」

同ir』F2ナJザき

部
カバ
チハ領〉
「
世尊の
額一

臆
弁ハせ〉て
身の
上:
半は」

カAp

m
-カヘ
リ
ミルハ顧)
「
世
尊の
廻(り
民劇dリシ
ダマフ
と
きに・一

zn

ae-aBEEtt

 

却
ガ
ホ
シハ
楽〉
「
家に〔
所〕
見カホ
シハくせ
ら〉〔
楽〕
る
る
か
如し」(如

・:
衆所
楽
見ぱ

附
訓が
錯雑して
ゐる
が
恐ら
く
右の
や
うに
訓
むの
で
あら
う。

担
クハ
シ竹細〉
「
是レ
巨ハ
きなる〉
細シ
きと
末
く」

自
点グハ
シ
ク
と
傍
訓。

V肺l
，

沼
ク
ポ
ムハ
綴〉
最
古
例。「
世
尊の
繋(は〉
厚〈ハし)
て
続ミ
て
も
不-プ

す」
東大
寺
本グホマハズ〉
と
傍
訓。

沼コ
マ
ヤ
カハ細)
最
古
例。
「
世尊の
首の
髪は:・:

紬叶斗に
軟に」

出
コ
ム-ヲハ媒〉
最
古
例。
「
世尊の
両の
瑚.
S叫」

「
腺」
字の
原
義から
す
れば、
白点
及び
東大
寺本
のツ7v
シ
なる

.
訓の
方が
妥当
で
ある。

話
シ
ジマ
ルハ
縮)
「
沈み
浮ヒ
延ヒ
縮リ
懐恥
損正」

部
シ
タハ混一〉
最
古
例。
「
世尊の
耳は:::
輸の
極
成
就せ
り」

こ
れ
も「
輪種」
全
体の
意読で
あ
ら
う。
「
鍾」は
単
独で
はシタ
の
窓



調鞠上生経餐古点に関する 調査報告

タ

は

無い
ら
しい。
東大
寺
本は
「輪
種と成就せ
り」
とある。

タ9

・シホ

宇ソポムハ俸〉
ι日ヘ時の中に於ぎて孟冬に祐ν惇ミヌへ
と

訪
ソ
コ
ハ
彼
)

「川畑巴也
に

光
明
ア

リ
て
」
ハ

他
=

例
〉

。，，d

却夕、ソ
カ
前)
「
世
尊の手足の指は
約カ
にハし〉て」

東
寺
蔵大
般
若
経
三
十三
相入
十
種
好
院
政期
点
に
は
「
指約」
を
「
指
アヤ

の
ち
と
訓じ 、
東
大
寺
本朱
点で
は
本文が「
指絢」
で
「
指の
習

と
訓じ
てゐる。

ニ
ヒ?Ed

品目
チ
ノ
Z
チ(脈〉
「
世尊
は・
::
喉
脈←
置
きか
故に。
能〈
身
の
中の

諸の
支l

節閥l役
者
〈る〉所の
上味を引
く」

MM
ツクハ裳V
「
真
俗智に樹い
調判蝕ハらば)へ
て」

品T夕

刊制
・ナ
ダ
ラ
カハ
滑〉
最
古
例。
「
世
尊ハの〉
身ハの〉
皮は・:
潤ヒ

叫清司
に

ナタ

ハ
し
〉
て
」「

世
尊
ハ
の
υ
首
の

髪
は
光
ハ
り
υ
x
一一
献-
プ
カ
ハ
に
〉
」

y
uF

チ
ヒ

話
ナ
ピラ
カ〈
滑〉
最
古
例。
「

世尊の
身の支は
潤
ヒ

潮汁叫に
ハしゾ
て」

東大
寺
本は
「
潤
滑」
を
ナ
メ
ラ
カ
と
訓ずる。

品
ナリ
フ
〈

号
用
例は
2
参
照。
他
見
な
し。

「
生り
節」
の
義か。
白
点
も
同
訓らし
い。
東大
寺
本はフ
スへ
と
訓

ず
る。

.

相-
ZJハ
実)
他
見
な
し。
用
例は
お
参
照。
「ミ
ツ」
の
音
転で
あ
ら

ぅ。
「
伺
音
韻」
の
項ハ羽
頁
上
段〉
参
照。

ノ《ド】ケ

絹
ノ
ドケシハ組前)
「
世尊の顔貌は銅色
デ訓
泰
(らか
〉
に」

e''a-

白
点は
「
話削t
泰〈と〉ヤス
ラ
カニ
γテ」、
東大
寺
本ば「
鋳
泰」
と
訓

ずる。

白νμhV

す

門別
ノ
ム
ドハ喉)
用
例は
なほ品目
参
照。
「
飲
む
時に
は
喉を
損ハ砕」U
不」

日明ハ
カ
リ
ミルハ
端)
最
古
例。「
自ハら〉
解と
行とや
拘リ
ミレハL

い杵唾z
Lfs

。ハ
ギハ
鵬〉ベ
最
古
例。
「
世尊の
鍵へ
る
腕は
漸。
次に
織に
円ハ
な)る
こ

と
騎『
泥'
耶
仙鹿
王の
腕の
如し」
エタ

回ハ
タスハ遂〉
「
所
闘の
果ハをd
遂すこ
とを
い
ふ」

日ハ
パ
カルハ弾
〉

「民き還に

時引込・ハ1u)
て
生るる
を
上口問と恥」

|「弾」
を
「陣」
と
誤認した
もの
か。
白
点は
無
訓 、
東大
寺
本
は

jvh7
ヴグ

「夙
運
弾サ
不し
て

生(
れ〉
て
上品と
為る」
と
訓じ
てゐる。

ahヤグ《ヨムテ

回ハ
ハクツハ
点〉
最
古
例。
用
例は
2
参
照。

《Aはヲ也

田ハ
ズ
ラ
ヒ〈払〉
最
古
例。
「
費
女
払i
を
執〈り)・て
授の
内に
侍ヒ

立
て
り
」

ホツえ
今の
払
子の
こ
と。

日
ヒ
ス
ラ
カ(薄)
他
見なし。
「
世尊
〈の
〉
身ハの
〉

皮は
細
ハにυ
輔オ刈

に」
ヒ
ス
ラグ
(
名
義抄 、
色築
字額
抄
〉、
ヒスログ
〈
北隣
九
代
記〉〈
共

に
「
薄く
なる」
の
意ら
しい》
と同
系の
語で
あ
ら
う。

ヲサ念

日
フサガルハ擁
〉

最
古
例。
「綴
レ
損
し

鋪け
由レ
るカ
等き過」

国
フ
シハ支〉
「
世尊の
身の
支は」

「
支」
とは手足の怠でるる
からこの
訓は
妥当で
ない 。
白
点の
訓

マ
タ
も
同
じ
〈
妥当で
ない。

肝
フ
ラ
パ
フ
ハ触〉
用
例
はHU
参
照。
古川
寺
観智
院蔵建
立
受茶擁護摩

儀
軌
永承コ
年
朱
点の
「
蝕7-アマへ」、
名
義抄の
「
動アルハア」は
何
れ

も
本
語と
同
系で
あ
ら
う。
マフケ

田
マ

ツ
ゲ
〈
隠
μ

「
世
尊
の

限
ハ
の
〉
隠
は
」
(
他
一

例
〉
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マツA

回マ
ッハ
ルハ
絡〉「
AR
光
交

1dU
て」

この
誇は
士口ぐ四
段
活と
下三
段
活と
が
併
存し
た
ゃ
うで
ある。
前者

の
例は
地
蔵
十輸
経
元
箆点、
天
理
図
書
館
蔵
弘
決
外
出問抄
院政
期点
に

見
え
る。

マナヨ

マチヨ

印
マ
ナ
コ〈眼肋畑、
眼
精〉
「
世
尊の
限l
陪は」「
世
尊の
限
精は」

臼マ
ヨハ居〉
「
世
尊の
曲賞〈ベ〉る
厨は」ハ
他一
例)

マ
ヨ
ピ
キ、
マ
ヨ
カ
キ
な
どの
複
合
語の
例は
あっ
た
が単
独でマヨ
の

仮
名
警は
本
例の
みで
らり、
こ
れに
よっ
て
万葉
集の
「
居」
字を

マ
ヨ
と
訓
むの
が
確
め
ら
れる。

回
マ
リ
"
カ(x
綴)
「
世
尊の
繁(ベ〉
る
菅は
備

〈XJ7
に
円にハしν

て」「
世尊の
手
足の
指は::

・4刈引
に
直〈」
ハ
他一
例)

臼
ξ
ヅ
ク
G6
「
世
尊の
項の
骨には
同盟〈
実ツ
きて
円
満せ
り」

白
点
及
び
東
大
寺
本に
「
堅
実にし
て」
と
音
読
した
方が
妥
当の
ゃ
う

で
あ
る。

T-aネ

臼
ミ
ネ
タツハ
峯〉
他見
なし。
「
世
尊の
陰
相は
勢ヒ

に剖対升」

ミ
ネの
如く
そ
そり
立つ
の
意で
あ
ら
う。
白
点同
訓。

臼
ム
ナ
サ
キハ憶)
用
例は回
参
照。
白
点、
東
大
寺本は
共にム
ネ
と
訓

ずる。

邸
モ
ゴ
ヨ
フ〈
透準)
最
古
例。
「
世
尊::・・
身、
傾
動
する
こ
と
無し。
亦

atil--す

は
透1遜
とそコ
ヨハ
不」

文選
読
と
して
ある。
コ
は
名
義抄の
声
点に
よ
り
濁音
と
すべ
きで
あ

b。
古事記偶傘十

Z1
七に的問事リ

町
ユ
ル
ス(縦〉
「
若(し〉
身
光をサへ

絢叶タマ
は
は」

同
ヨ
ソヨ
ソハ摩約〉
最
古
例。
「
世
尊の
行
歩ハし
た
まふ)
こ
と
直に
進

立ハTVEEEEEEEB

ハ
みゾ
て
陣約
とヨリ九
州ー、(
なV
る
こ
と
竜象
王
の
如し」

ヨ
ソ
は
親し
く
ない
物
事を一式ひ、
ヨ
ソ
ヨ
ソ
はい
は
ばヨ
ソユ
キの
状

態を一玄ふ
需の
ゃ
うで
為
る。
ヨ
ソフ
も
同
源で
は
なから
うか。

的
ワ
キ〈被〉
用
例は初
参
照。

vbi《サ

品川
ワ
キハ
サムハ挟d
「
波
離、
己か
下心
を
捌
叫て
綴〈
上
位を
量レ
り」

ヲタカマ

n
ワ
ダカマ
ルハ
轡
「結蜘
鉄坐
とい
ふ
は
〔者]
剖.1
U
竜の屈レ
る

タラ2マ

か
如し」「
猶し
竜ハの

〉盤判る
か
若し」

、，J六

語

法

rE、
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動
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1
ア
タハ
ズ(不
能〉
古くは
「ニ
ア
タハ
ズ」「コ
ト
ア
9ハ
ズ」の
三
種

が
あっ
た
が、
木
点で
は
後
者のゆで
ある。

「
風
副知
淡
病
為雑
する

斗け制吋司」
ハ
他一
例〉

2
アメ
フ
ルハ
雨V
「引
ア
メフ
ル」とヲ
助
詞を
受け
る
こ
とは
周
知の
如

〈
で
るる。
「
如
意

珠討雨江沼〔
也〕」(
他一
例〉

3
ア
ラハ
ス(顕〉
「いア
ラハ
ス」
の雪一回ひ
方が
ある。「
願Jh
亦
普〈
問

な

り叶説明」
ハ
他一
例〉

4エ
ラ
プハ簡)
「エ
ラプ」
は
本
点で
は二
例と
も
?
こ
を
伴ふ。
「
異

生の
邪
智

口舗叶.て〔
名]
芭
覚とい
ふ。」「
二
乗の
分
知

叫倒.叶ハて〉

〔
名〕
等
覚
とい
ふ」

5
オ
ソル(
恐、
長)
の
活用。「
副叶

間外訂討ヒ
トハ
見て
安ハら)か
に

なりヌ。

泰日
博
士
が
存在を
回舶は
れた
平
安
初期の
下二
段活の
例
証が
右の
第

一
の
例
に
よ
り
得ら
れた
4誠一
dF。
な
ほ
上二
段か
と
恩は
れる
例



、

調革主上生経賛古点lこ関する司自査報告

に
「
世
尊の
身
容
は:::

品川元し」
が
る
る
が、
四
段
活の
確
証
ハ
未

然
形オ
ソ
ラ)
は
存し
ない 。

6
カ
タル〈
隠〉の
活用。「
世
尊の
筋
脈
ハは〉:・:
深〈
閥叶て
現ハ
に
あ

す
ら〉
不」

上
代
語
的の
四
段
活で
な
く
既に
下二
段
活と
なっ
て
ゐ
る 。

7
ス
ハ
ろ
の
用
法の
二一 。
動
詞
連
用
形+ス
の
形は
史
料嘘E
見

える
もの
で、
本
点に
も
左の
例が
あ
る。
「
世
尊の
廻ハり)
顧
シ
タマ

フ
と
きに」

又 、
体言に付い
て
用言の
働
きを
さ
せ
る
例は、
「
修す」
「
出生
す」

「
修
行
す
る」
な
ど
現
行の諮問も
多い
が、
「
円
満
せ
り」「
荘
厳せ
り」の

如
ぐ
現
在は
ナ
リ
を
附する
誇を
サ
変
動
調に
し
たの
も
あ
る
〈
古
訓
点

に
通
有で
珍し
い
こ
と
で
は
ない
が) 。

8
ス
グルハ
勝V
目
的
絡を
伴ふ
と
き、
その
格
助
詞と
し
てニ
叉はヨ
リ

を
取
る 。「
天魔の后
か
有
〈て)
る所の
音楽
に
勝レ
た
り」「
余の
有

情

寸叫倒れ!た
り」

9
ス
ス
ムハ勧〉
句を
受
ける
に
は
ト
助
調を
取り、
コ
ト
を
取ら
ない 。

t、-J

すす

「一
彼む
生レヨ

札制剖」

ω
タ
フ
ト
プハ
貴)
の
活用 ω
「
仏は
恒t
時
に
中
道
に
処
す
る
こ
と
を
貴ヒ

BEEl-

み

タマ
フ」
「
貴
ぶむ
こ
と
慣を
寝るハに〉
在ふり」

の
例に
よ
り
上二
段
活で
あっ
た
こ
と
を
知る 。

ロ
ナ
ル(
成〉
目
的
絡を
受
け
る
の
にト
助
詞
及
び-一
助
詞を
取る 。
「
此

に
白て 、
後 、
八
千
四
百

け剖引」「
凡を
転(じ〉
て〔
而]
修ハし〉
て
聖
徳

と
成る
と
い
ふ
こと
を
顕
す」

ロ--
ルハ
似)
周く
訓
点
本に
見
ら
れ
る
如
く、
必
ず
「ニ
似タ
リ」
の
形

を
取る 。
「
頭
叔
迦
賓は
状チ
匹
珪の
如くハしV
て
赤
瑠
璃に

側吋叶」

〈
他一
例)

四
ネ
ガフハ
欣、
願 、
欲 、
翼 、
楽 、
希、
祈ぱ
句を
受
ける
際は
ト
叉は

コ
ト
を
取る 。「報土に生ハ
れ〉

むけ凶汁い
は」「良固に
在る

司社計

翼ヒ」
又、
願・
楽は
音
読
する
こ
と
も
らる 。
「
朱
離
苦を
は
陣〈
れ〉
むと
願

廿」「霊
行の
入聖
道支
入解説に由て
剥廿引そ」

U
ハ
ナ
ルハ
離v
唯一
例な
が
ら
助
調にユ
を
取る P
西
大
寺
本
最
勝
王経に

も
この
例
が
あ
るf一戸時
「
抜
苦与
楽の
大
慈
悲の
法

叶醐創出小と

い
ふ
こ
と
を
表
す」

時
ホリ
スハ
欲〉
「ム
ト
欲ス」
の
例だ
けで、
「ムコ
トヲ
欲ス」
「マ
グ

欲ス」
の
例の
見
ない 。
「
入(
ら〉
令ハめ〉

叶け制汁引
か
故に
な
りμ

ハ
他一
例〉

お
モ
チ
ヰ
ルハ
須)
「
蛍
他を
も
ちて
造ハら〉シ
ム
る

dd凋叶lむ
や」

未
然
形の
送
仮
名にヰ
の
仮
名
ある
に
よ
り、
ワ
行
活
用の
こ
と
が
こ
こ

に
も
証
明し
得る 。
「コ
トモ
チ
ヰ
ル」
とヲ
助
詞を
伴は
ぬこ
と
が
注
目

さ
れるハ
他一
例あ
り〉 。

〔形
容
闘、
形
容
勧
闘〕

Oカ
リ
活用に
は
未
然
形カ
ラ、
己
然
形カレ(細胞)が
見、ぇ 、

当
に
生レハム〉と
欣フ
心
軍カ
ラ
不

苦とハし〉
て厭ハふυ可きこ
と

無料叶
ハ「〈ハ
あ》レ」歎〉
は 、
欣フ

Illi--ヌ

心
深
か一円ら〉
不
故に

一
方連
体
形に
は
グア
ル
が
用
ゐら
れて
ゐ
る 。
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三業の
修
因は柑
皆
等ハし)

什汁引か
故に

又テ
が
介
入
し
た
ク
テ
ア
リの
形
も
ある 。

品ヵ

・・・・・・・E'

十五
日の
月
麟ケ
盈ハつu
る
こ
と
無く
て
ア
る
か
如
く
に

Oナ
リ
活
用は
終
止
形ナ
リ 、
連
休
形ナ
ル
は
頗
出す
る
が 、

世
尊の
身
分は
上
半
円
満
な
り

凡の
善の
因
果
も
亦広
大ナ
る
訟に

否
定
形はニ
ア
ラ
ズ
と
なる 。

聴ハくV
こ
と
明

け汁升
不ハ
あ
ら〉
む
か
と
恐ハ
れυ
て

この
点
西
大
寺
ホ
最
勝
玉
経と
同
軌で
ある 。

Cタ
リ
活
用は 、
動
詞の
下
に
来る
助
動
詞の
タ
リ
は
ある
が 、
休
言に
続

く
例は
見
ら
れ
な
い 。
但し
文
選
議の
場
合に
連
用
修
飾
絡と
し
て
ト
が

用
ゐ
ら
れ
る 。

津
波
けウ
ル
E
テ
適ひ
流る

後
世の
タ
リ
活
用の
誇は
「
偶
然
材叶」
「
胆
然
叫ハしυ
て」
の
如
〈ナ

リ
活
用
と
なっ
て
ゐ
る 。

Oコ
ト
ナ
リ〈
異〉
比
較の
際 、
ト
とニ
と
両
方を
取る 。

内ku-3

BBEEBB-

浬繋
ハのぱ
〔
之〕
時仏
と
異ること元し

聖
者

叶到叶叶と
蜂
も

〔副
問 、
接
繍
間〕

Oアニハ量)
ム
ヤ
で
結
ん
だ一
例が
あ
る 。

剖
更に
他を
も
ちて
造ハら〉シ
ム
る
こ
と
須ヰ
叶判

。
イハ
ム
ヤハ
況V
次の
三
例が
あ
る 。

宇
遂に
町カ
ラ和
ハし)
て
ま
る
を
上
品
とが 、
測刊
霊金
量に

独り
豪
光に
在り
て
心
に
専
ら
諦
観ハ
する)ヒ
ト
イハハ
鰍〉
生
死を
超

d 

す
lttE

小ぜん)
不
ア
ラ
む哨〔
者
也〕

夫ハ
れ〉
諸
天の
福
力は
果 、
自
然に
出ッ 、

開品川叫
補
処〈の〉
宮を 、

量
更に
他を
も
ちて
造ハら〉シ
ム
る
こ
と
須ヰ
む
や

三
劫は
因を
行(し)
て
果
無
量ナ
る
応
し 、

淵aJ
仏の
隔国
界
を
示

現し
タマ
フ
こ
と
難
思ナ
る
を
や

イ
カニ
イハ
ム
ヤ
は一
例
ある 。

〔
言〕一
念とい
ふ
は〔
者〕
余の
時の
犯に
は
非
す(し)
て
唯一
念
持戒

の
初は
唯
発
願し一
念
も
持する
故に 、

倒吋測刊
多の
時にセ
む
を

や
ohF
トヒ 、
タ
トへパハ響〉

闇叶批
士の
屈
申
す
る
管
項の
畑バ川口
業
決
定
阿し〉
て
生
す
る
こ
と

使ハち)
速
疾
な
り
とい
ふ
こ
と
を
顕
す

右の
例は
今日
な
ら
ば
「
タトへ
バ:::」
と
なる
所で
あ
る 。

世
尊の
眼
相
は
備に
広
きこ
と

醐イ叶叶叫菅
建
花の
叫什
し
て
甚

ハだ〉
愛
楽
す
可
し
Ilili---1

2

Lra--

人
王の〔
之〕
内
苑を
囲内吋
刈
MM
引出
天
帝の
之ノ
喜
固に
似
た
り

Oマ
サエハ当 、
応〉
返
読の
例な
く
直
叙
法
又は
セ
ム
で
結ん
で
ある 。

当同
度
脱〈を〉
衛剖-こと
を
い
ふ

・
未
来ハのν
世に
剖吋正覚
ハと〉

同升剖

上の
所
説の
天
宮の
処
所に
オ
きて
闘は
是(の〉
観を

作1dd叶

O号、ソ(
若〉
一一一
例
あ
る
が
すべ
て
仮
定
順
接
燦
件
句を
作っ
て
ゐ
る。
句

末の
詩
形は
種h
あ
る 。
-
Illi--Hr--

aシ

し

e
剖リ
請に
由て門
而〕部
別
相は
楠処ハの)〔
之〕
相
尊〈こ
か
ら)
宋

豪
相
若ハ
し〉智つむる
ときに
は
使
ハち)
長サ
無
量
な
り
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漏勃上生経賛古点に関する調査報告

朝刊は叫三
回を

倒汁引叶吋上の
中
品ハの〉
生
なり

O
動
詞連
用
形か
ら
転
じた
副
詞に
は
次の
知
き
もの
が
ある。

付テ
を
伴ふ
もの
||アハ
セ
テハ弁〉、
ヵ
サ
ネ
テハ電〉、ヵ
ネ
テ(兼〉、

ザ
ダメ
テハ定〉、
スペ
テハ鍛〉、
ハ
ジメ
テ(
創ν。

伺ニ
を
伴ふ
もの
liナラ
ピニハ並)、
ハ
ジメユハ
初v。

O
所
有
||ア
ラユ
ル
と
訓ぜ
ず五
例
すべ
て
「:::ニ
有ル
所ノ」
と
訓

じて
ゐる。

世
尊の
手
足に

割引開叫
諸の
指は

O
所
謂
11イハ
ユ
ル
と
訓
むら
しい。

謂ハは〉
所る一
切の
有
漏は
逼
迫
自
性
皆
苦なり

O
故
||
文
末とし
て
はユ
ヱ
ニ
と
訓
むが、
文
初に
来て
接
続
詞と
なる

際に
は
カレ
又はユ
エ-
7と
訓
む。
ヵレ
は、
前か
ら
続〈
時に
も、
一

旦
切
れた
文を
受ける
時に
も、
用
ゐる。

法
堂い
尊
勝ハ
な〉る
を
も
ちて
制
叶
厨
首を
標
す

主を
は
骨組尊と
号
す。

調叶能〈
払円みを
苦厄
に
垂ハ
れ叫タマ
ブ

O
然、
爾、
而な
どシ
カ
を
含
む
諮で、
全
訓
仮
名づ
けの
例は
ない
が、

ジ
カ
ナ
リ、
シ
カニ
ハ
ア
ラ
ズ、
シ
カモ、
シ
カレ
ドモ
など
と
訓
む
も

の
と
思は
れる。

常
楽
我浄を
演
説
する
こ
と
も
亦

瑚材叶

す

仏ハは〉
即ハ

ち剥叫吋引訂叫不

実に
拠
り
て
耐川町
言とい
ふ
は百円に
内
院を
造
る

理
定ハり〉て

翻引応
し

側叶dH叫諸の
有情を
利
益せハむ〉
か
為の
故に

門
接
尾
語〕

勺
受
身
形は
殆どル・
ラ
ル
ハイハ
ユ
ル
が
例
外〉
を
用
ゐ
る。

l」
の
構文は

レ

一
切の
費
色、
此

叫刻吋含ハま〉
開寸

の
知く、
「:・ノ
タメニ・:ラ
ル」
と
訓
む。
「・・ノス
ル
所ト
為ル」

と
訓
むの
は
近
世に
なっ
て
から
始まっ
た
ら
しい。

O
使
役形にジ
ム
の
み
を
用
ゐる
こ
とは
訓
読の一
特
性で
本
点
も
そ
れに

異ら
ぬ。
使
役さ
れる入
物を
表現
する
時「X
X
ヲ
ジ
テ:::セ
シム」

と一式
は
ず門X
Xニ
ハ
又はヲ)
:::セ
シ
ム」
と
なる。

諸の
衆生
叫解
脱に
修する
こ
とを
楽

は4u

未
信の
者
剖信ハせ〉

汁叫dq

使
役さ
れる
者
とシ
ム
との
聞が
長い
時、
ハ
助
詞を
加へ
てニハ、
ヲ

ハ
と
な
る
こ
と
が
らるロ

一
切の
有情の
見る者
向吋喜し
皆
殊
勝の
利
益を
安
楽を
獲シ
メ
タ

マ
フ
こ
と
是の
知し

掬
勃の
末
治の
持戒
犯
戒有
戒
無
戒とい
ふヒ
ト
剖J吋
釈
迦
皆
醐
勃に

嘱ハしυて
之を
度ハせ)
汁刈タマフ

〔
助
勧
間〕

O
否
定の
ザ
リ
は
連
用
形
だ
けで
他は
終止
形ズ、
連
休
形ズ
ア
ル、
命
令

形ズ
ア
レ
と
なっ
て
ゐ
る。

49

 

ハ
連用
形〉
菩
蕗の
上
生に〈みら〉
剰川γ
前に

ハ連
休
形ゾ
後の
釈
理
抽選ハは〉

列叶叫E
理に
応せ
む

ハ
命
令形〉
更ハに〉
労〈し〉く
釈セ

羽汁J川

O
回
想はキの
みでケ
リ
の
用
例を
見
ない。

O
完
了の
ツ
とヌ
llツ
の
諸
活用
形が
附〈
動
詞は「
明
す」「
相当
る」

「
為|
所
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「
得」
「
受く」「
起
す」「
具ふ」「
答
す」
「
尽
す」
「
絞る」
が
あり、

ヌ
の
務
活用
形が
附く
の
に
は
「
有り」「
出づ」「
入
る」「
闘く」「が

'LMV・

〈」「
逮
ゆ」「
超
ゆ」「
惇
む」
「
生
ず」
「
知る」「
備はる」「
尽
く」

もつ「滅す」
が
るる。

-

Oリ
は
終止
形連
休
形の
外に、
未
然
形ラ、
己
然形レ
の
用
例
が
らり、

訓
説話聞の
特
性を
示
して
ゐる。

慈氏の
本
生
処に
滋に
入ハりUタマへ
J列ハ
ば)〔
者〕

屯

カキ
EE

情は
小
乗に
局レ
叶は

Oゴ
ト
ジ
は
「
如」「
猶」「
猶
如」「
等」「
若」「
類」を
訓
ずる
外、
椅
読

する
こ
と
が
ある。
上
か
らの
接
続は
「
体
言+
ノ
+ゴ
トシ」

赤
白
檀の
知
く
色ア
る
知
意
神
珠

或い
は
「
用
言+ガ
+プ
ト
シ」
で
あっ
て、

小の
色
交り
映レ
る
こ
と宝
花の
流るる

叫州リ

必
ず助
詞ノ
或い
はガ
を
伴っ
て
ゐる。

〔
助

詞〕
O
副
助
詞で
はサへ
とノ
ミ
との
用
例
が
ある。

EBEEEユル

若ハし〉
身
光を
Jサヘ
縦し
タマ
は
は

独リ
天
冠
叫司
有-フ
む

唯
此の一
経の
み
増
減
殊
なり

初に
十
重の
厳
飾を
叫.訓
明
す

O
係
助
詞の
中、
ゾ
は
多
く「
知
何
そ」「
何ハの〉
故に
そ」の
知く
疑
問
詞

と
共に
用
ゐら
れ、
単に
係り
と
しての
用
法
は
次の一
例
だ
けで
ある。

是の
み
叶門
為〕
甚〈だ〉
希
有ハの〉〔
之】
法
と
はい
ふ

O
助
詞イは
用
例が
多い
が、
何
れ
も主
絡の
語に
附く
もの
で、
体
言
叉

は
用雪一回の
連
休
形に
接
続
する。
叉ハ
助
詞を
伴コ
て
イハ
と
なる
が、

こ
れ
が
用
言の
下に
限ら
れる
こ
とは
注
意さ
れる。

元
漏の
知
叶能く
妙土ハを〉
起す

111

ヌ

彼レ
い
雑セ
不に
由て

一マ
衆の
犯
戒セ
るい
悔
浄ハし〉て
往生
する
こ
とをい
ふ

す
Ill-

期二
にハア
ラ〉不
ア

る
州出
退ハきUて
後に
定ハめ)て
上生
す

下に
内
身を
明すい
は
即
異
熱果なり

〔
積
額
法〕
辞の
敬
語ハ「
侍り」「
候ふ」
の
類v
は
皆無で
ある
が、
こ
れは
訓
読

語に
通
有の
現
象で
ある。

付尊
敬すべ
き人
物の
動
作を
表
現
する
に
はタマ
フ
を
用
ゐるの
み。

lili--

Ill111す

世
尊の
顔貌は
唯ハし〉
函ヒ
列刑
判の
み〈に
して〉
背
き
釦切
出
不

同
下
位の
人か
ら上
位の
人に
対して
行ふ
動
作に
はタ
テマ
ツル
を
附す

λv。前に
世
尊とい
ひシハ
仏を
呼ハ
び〉

外汁寸叶対♂」と
そ

伺
尊
敬すべ
き
対象を
表は
す
壊
頭
諾にはミ
を
用
ゐた
例が
ある。

ミ
門
ア-ν
】

仏の
卑ハし
と〉
しタマフ
足
を
礼
す
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点

--一 、
白、J一

表
記

〆L

白
点は
来
点
より
後で
附けた
もの
で、
加
点
が
不
精
密の
上、
剥
脱が

甚
だしい
の
で、
究全
解
説は
困難で
るる。
そ
れ
故本
稿では
略
説に
止

め
る。

〔仮名字
体〕

法

は
別
掲の
通り
で、
珍字
体は
ない
が、
同
音に
異
体
字



主J
抽晴

名

{段

(
台
数}

名

7一
ァ

ム
イ

2
7
一点T
h

z
お
わ

す充つ
主
X可、
ク
玄多一か
存
ョ一豆、、

一主
身、

よミス一
美
一主
芝

リ一ソ

7天安
亨一
た
千
一ツ一川
り
一テ
え咽弐
ス
下一
立
ピ

一ナ
ヂ

一事
干ェ
一文一
ヌ

一ネ
子

ア一
刀
J

一ハ一
h

y
享レ
ヒ一ヲ一
ヨ

一へ
芝
っ、
一ホ一
起
き巾

一三
司令万
一主
主
一ム一ム

一よ
伶
メ

一三ー!

マ一八

二
一ュ一均三一注一
T与三一三ト

一ラヲフ
一リ一けhp!一と凡
.一レ一し
一w一道

一ワ一
司

一ヰ一
ゐ
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が
多
く 、
平
安
初
期の
未
整
理
時
代の
姿
が
窺は
れる。
ア
行の
「エ」
は

「
得」
の
連
用
形の
傍
訓
と
「
問調」ハエ
イ〉
の
傍
訓
と
に
微
かに
見
出さ
れ

る。
「ハ」
と
「ヤ」
とは
形
が
似て
ゐ
る
が「ハ」
の
初闘
が
右に
傾い
て

ゐ
る
の
で
区
別さ
れる 。
「シ
テ」は
「
而」
の
略
体 。
「
T」
は
「
タマ
フ」

で
あ
る
が、
そ
の
他「
タマハ」
「タマ
ヘ」
の
「
タマ」
に
も
充て
ら
れ

る。
畳
符は一
字
月
の
もの
だ
け
で、
二
字
用の
もの
は
見ら
れ
ない 。

〔
ヲコ
ト
点〕
は
度
数
が
少い
為に
読
み
方
が
分
ら
ない
の
が
多い 。
星

点
だ
け
は
大
体
「
喜
多
院点」
に一
致
する
が 、
そ
れ
以
外
は
どの
点
図
に

も
合は
ない 。
「
丁」
は
「タマ
プ」
の
仮
名に
も
用
ゐ
ら
れる 。
「
ト
イ

フ」
は
少
く
と
も
四
種 、
「
ナ
リ」「ヒ
ト」
は
二
種とい
ふ
や
うに 、
間
語

に
三
種以
上の
符号の
多い
こ
と
が
注
意さ
れる 。

、J

ill­

一一
音

韻
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付ア
行ヤ
行の
「エ」
の
区
別が
あ
る 。

Oア
行の
例ハ
衣の
草
体〉

衣

生死の
十
二
縁起
を
度
するこ
と得
む〈ア
行
活
用「
得」の朱然
形)

伊
耶
仙の
鹿
王の
費
量」は
震でア
行のエ
の
仮
名に
も
用
ゐ

ら
れた 。(舗
務
史43
窃蹴)

Oヤ
行の
例
(
江の
努〉

巴
に
し
て
永
〈
生
死
の
十
二
因
縁
を
超
斗
て
ハ
ヤ
行
活
用「
超
ゆ」
の
連

用
形
語
尾υコ

-eJ

能
く
窓抽出
を
超エ
て
彼
の
浄
方
を
祈
ル
ハ
同
右)

能ハく〉六
道
を

胡斗
〈
ヤ
行
活
用「越
ゆ」の
連
用
形
語
尾)

Uと

‘tlBt

能く
諸の
修
行
する
者
を
し
て
輯判て
彼
岸に
至(らV
令ハ
む〉〈
同
右)

花

設
を

寄
ハ
ヤ
行
活
用「
栄
ゆ」
の
連
用
形
誇
号

キ -4

・衆の
多
少に
随て
等シ
く
間斗不
とい
ふ
こ
と
無ジ
(
ヤ
行
活用
「
聞

ゆ」
の
連
用
形
語
尾U

潤
沢〈と〉-一ホ
ヒ
テ

削斗す(
ヤ
行
活
用「断ゆ」
の
連
用
形語
尾〉

伺 、
「コ」の
仮
名は一
類で
あっ
て 、
=
類の
区
別は
ない 。

同、
語
中混同
尾のハ
行↓ワ
行の
転
呼
音
は一
般に
ない
が 、
た
だ
「ウ
ル

。

ハ
シ」
の一
語
だ
け
が
「ウ
ル
ワ
シ」
と
なっ
て
ゐる 。

?)

鋭hY
2
5、
花ワ
ワ
シキ、
悦
hy
ル
ワ
ジ
〈、
締
ク
ル
ワ
シ
P
、
精
麗
ι
Pル
ヲ

シ
夕、
喜
9
2
シ
〈、
艶
ウ
ル
ヲ
シ
グ
シ
テ

同門 、
音
便形に
は
促音
使が
あゐ
ら
し
い 。

不
退
地を
得し
め
む
と
什J1即ハ
ち〉
離
繋
災そ

身の
色
金の凧し
と
什
ぺ-宝
章
す
可
し
とい
ふ
こ
と
を
表へ
り

-

右の
「
イハ」
は
「
イフハ」
の
音
便で
あら
う 。

伸、
字音
表
記に
は
漢
字
表
記と
仮
名
表
記と
あり、
共に
「反」
あ
る
も

の
と
無い
もの
と
ある 。

O
漢
字
表
記
:

蒸
升
反、
駄京
反、
脈
朱
一氏、
慶
尚
反(
民
矧
f)、
界
守ハ，
〉、

成問
。
仮
名
表
記

・ム
援
音
に
m
尾口
一尾の
区
別
あ
り:::
医
去ハm
尾〉 、
丹タユハE
一尾〉

偽証
入
声は
語
尾「
グ」
の
表
記
と
省
記
と
が
ある 。
:・
〔
表
記〕
楽

カグ
(一ニ
例〉 、
諾ユヤグ 。
〔
省
記〕
楽カハ四
例〉 、
楽
え
九
例〉

ム
t
入声
語
尾省
記・:・匹ヒ、
末宇
ハ一一一
例d

ム
英
の
他
:・:
務
官民
イー
該
ヵ
ィ、
法
ヶ
ィ、
鹿セ
フ

、BJ三

訓

法

〆E、

〔
漢
字の
註
記一
が
少々
ある 。

4& 



調勃上生経賛古点l こ 闘す る 調査報告

「
也」を
附した
もの・::・
乍叉也、
初辰也、
国滋也、
作信也、
洪大也、

術提也、
且叉也
な
ど

「
也」なきもの:・:・
曲賞三、
復
宅
情心、
旧本、
項関

門
文選
読]
が
多い
の
は
寡
味
深いo
fu

教
室ト
イツ
クシ
グシ
テ、
椅
箆

ト
ウ
ル
ワ
シ
グ、
照
恰ハとυウレ
シ

-フユ
シ
テ、
済
粛とオコ
ツ
カ
ナルコ
ト、
教
官酬
とオコ
ソ
カニ
シ
テ、

安定
とシ
ツ
カニ、
略
倹

と

テ
ラセ
リ、
情
然とテレ
ラム、
燦
澗

と

テ
リ
テ、
明険
ハ
とvテレ
ハリ〉、
方
整とト、ノホ
リ
テ、
修長
とナ

・ヵ
ャ
ヵ
に、
順
次(と〉ナ
タ
ラ
カニ
シ
テ、
端
直とナホ
シ、
潤
沢とニ

ホヒ
ヂ、
細
軟とハホソゾ
くいナ
タ
ラカ
な
りハ?〉、
洪
満とミ
チ、
認削

泰〈と〉ヤス-フ
カニ
ジ
テ、

出陣約
とヨ
ソ、
、
ニ
シ
テ。
以
主
十
九
例。

、J四
語

a

r、

キタマタラ

ーキタマ
クラハ
北首
〉

最
古
例。
「釈迦

のA叫割問-一シ
テ
右脇に
手を
枕

ラ
に
し
て
滅に入
りた
ま
ふ
こ
と
は」

.，ヒ

2
ク
ヒ
ハ
癖
〉

最
古
例。
「
世
尊
の

皮
膚
ハ

巴
逮
ハ
〈
〉

抗

欄
ヲ

離
レ
」

北
野
本
孝
徳
絶
院
政期
点に
問
訓
あり。

ゾ、

3ソソ
クハ敏)
最
古
例。
「
世
尊の畿の
屈は長
く
して
〔而〕
曲り
制什

今ヒ

不
して
〔ィ、
曲-ブ
不
紋グシ
テ
ご

「
紋」
は調
密の
意ゆゑ 、
イ
訓の
方
が
正
しい
。

ソ
ソ
グ
はバラバ
ラ

ニ
ナル
意でる
り誤
読で
ある
。

朱
点は
「
尚
紋に
あら
不」
と
音
読
し

キヒ

マカ
ソ、

東
大
寺
本は
朱で
「
曲ハら)
不し
て
級シ
グ
し
て」、
回班
点で「
曲リ
綴ケ

不」
と
なっ
てゐる。

官ナ

4
タ
ナマ
クハ
種)
他
見
な
し。「
春
陽-E・E・-ハの〉
月に:::
狼裁を

国叶吋

縞ヱ」

ツハグ

5
ツパ
ク
ムハ凸)
最
古
例0・「
世
尊の
爽は::・
川サミ
テモハあ
ら)
不」'

「
ハ」
は
名
義抄の
声点によ
り
濁
音
と
すべきで
ある。

6ナガヤカハ長、
街長〉
最
古
例。
「
世
尊の
指
ハの〉
爪は
狭ヤ
かに

到叶叫に」「
世
尊の
耳に
::
備
長

と汁刈叶.対
こム7dy

7
ナゾタ
ハ除〉
他一見
なし。
「
無漏に
は:::異
熱
果を
関川」

ノグ
グ
の
音転でるら
う。

8おミタ
Hえ輪
焼。、
他見
なし。
「
世
尊の
耳は::

制崩「成
就せり
」

耳の
周辺をいふの
でるらう。
和
名抄、
名
義抄
などのミミダリは

今のミミダ -レなる病
気の
名で
本
例とは別語。

雲、

す

9
ヨ
ヨ
ムハ
透遜〉
「
世尊:::
身:::
透
渇ミ
た
まは
不」

観
智
院
本
名
義抄に
「
斜ョ、ミ」、
高山
寺本
間
本に
「
僑
ごム」と
あ

り、
傾
ざ
曲る
怠と
考へ
ら
れる。
万
葉
集七六
四
番の

百
年
に
老
舌
出
で
て

剖4判
と
も
吾
は
献
は
じ
恋
は
益
す
と
も

は
老
衰し
て
身
体が
曲る
こ
とを一五ふの
で
あら
う。

O
右
以
外に
主
な
傍
訓を
列
挙
する。
支
霊園は毎日ド蕗LKかゐ省〈)

丹アカ9
20
察アキフメはo
庇ア
サo
価ア
タ
ヒ
。

孔アナ。
簸アナ
。

鉄

(アナ
百
三
直ア7。
文アヤハ五
例υ。
霊γヤシタ。
景オホキなるo
顕7-一ア
ハ

な
り
。

現
アヨフ
ハ
z
o

碧
ア
タ
キ
。

環
7
22
1
ハ
?
〉。

威
イ
キ
ホ
ヒ
仁。

祈
イ
ノ
ル
。

戒ィ
z
t
続イロヘ。
項Pナジ。
下P90
腕pbyシク。
花・クルヲシキ。

悦-p
tv〈。
締p
typ。
喜
・17uyf。
艶9
2ジグシテ。
津-ヲルヘ

ル
。

安
オ

ニ
し
。

減
オ
ト
サ
、
ル
E
と
。

曲
ヵ
、

7
。

小(
カ)
ケ
ヌ
。

少(
カ)
ケ
タ
9
0

飾カサりを。
厳カサル。xは脚力シヶ。
威カジコ〈厳イY
C〈し℃ 。首
3

7。
算カyへョ。
肩カタハ二
例)。
隠カタ。
貌カタチ。
実カナヒ。
逗カナ

70
該
まT。
xは畑一一カハチ。
膚カ
ハへ
。

后
キサキ。
潔キヨク。
細グ
47 



ハ
シ
タ。

頭
タ
ヒ
。

限
P
ヒ
。

紅
タ
レ
ヲ
ヰ。

納コ
マ
か
に。

超
z
t。

栄
サ
カ

エ
。

鋒
サ
キ
ハ
=

例
〉
。

先
す
キ
テ

士
エ
。

施
シ
カ
ム
。

縮(
ν
ジ
マ
〉
明
。

差
シ
ナ
a

液シル
。

潜ス
ミ
徹ト
ホレ
リ
。

損
y
コナハレ。
足
yナハ
レ官
。

織γ
ヒヤカ

--
。

約
タ
シ
カ
-一
シ
テ
。

盈
(
夕
、
〉
ヒ
。

楽
タ
ノ
γ
フ
は
。

珪
タ
?
。

持
タ
モ
手
。

脈

チ
ノ
ミ
チ
。

裳
ツ
キ

蝕

7-
7
パ
〉
へ
て
。

理
y

hえ

と
か
o

恒
ッ
、

士、
テ
c探
7
7

、
シ。

映
テ
リ

徹
よ
レ
リ。

暁
テ
λ一一一
例〉。

隠
テ
レ
ル
E
と。
遂
ト
タ(
る)
巴

と。

ト
グ
ル
。

恒
ト
ヨ
ト
ハ
=
ハ一一一
例)。

住
ト
、
守
ラ
ヌ
。
徹
ト
ホ
レ
リ
o
虎
ト
-一ァ
。

滑

ナp
-一ア
カ-
3
x一一郎
ナ
タ
ヲ
カ=
。

摩
ナ
Y
るo

rFペヒ
キ
。
直
ナホ
シ。
修
ナ
ホ
グ。

匹
ナ
ア
ヘ
ル
。

整
ナ
P
フ
。

沢一一
ホ
ヘ
リ。

脱
ヌ
タ
コ
ト
ヲo

根
ネo

翼
ネカ
ヒ
。
滋

ノ
y
ム。

撒
ハ
カ
9
ミ
レ
ハ
。

蹄ハ
キ
。

野
ハ
p
hvo

遂ハ
タ
ス
。
ハ
タ
叶
A
E
と。、
関

(
ハ
カ}
7(
ず)。

点
ハ
、
p
y。

腹ハ
ミ

即時
ヒ
カ
q。

管
ヒ
チ。

秀
吉)
テ
タ
リo

x一一均一
ヒ
ホ
。

際
ヒ
マ
。

童
ヒ
ル
。

時四e
フ
サ
カ
リ
。

節
プ
シ
。

緊
ア
ス
へ
。

踏
ア
ミ
t

ま
ム
。

隣
ホ
y
。

斉
ホ
ソ
。

狭
ホ
y
ヤ
カ

内

抗
ホ

ル
。

曲
T
カ-
7

2

3

間
マ
ジ

ハ90
支?タ。屑
Z。x同
町昔、
20峯ミネタチo螺号、
とそ。
響ムカ

シより。
結(ムス)車、Pテ。
胸ムJZ
払つT、ハ?〉。周
31旋メ夕刊少 。

メ
タ
レ
bo

簡
メ

fg。

精
モ
ハ
ァ。

濡
ヤ
ハ
ク
カ
ナ
リ。

小
V
カ
ヤ
刀
に
し
to
挟
ヮ

マ-v

キ
ハ
サ
ミ。

踊
Z。

盤
ワ
タ
ミ
レ
ル。

侵
ヲ
カ
ス
。

、，，主
語
fk

 法

〔
用

言〕

O
活用
||カ
タル
は
下三
段
(「
隠レ
テ」〉、オソ
ル
は
四
段
又は
上ご
段

〈「
畏リ
無シ
'弓
タル
は
下二
段ハ「
丞レ
覆フ」〉
及
び四
段「
輸
極ミ、

タ
リυ、
キピシはタ
活
用ハ「
徹
キ
ヒグ
シ
テ
じの
例
が
ある。「
同
じ」
の
活

用は
連用
形は「
同
く」
で
ある
が、
終止
形は
「
向
なり」、
連
休
形は

「
両
なる」
で、
如
何に
訓
じた
か
不
明で
ある。
否定
形は
「
不
同
なり」

と
ある。
形容
詞の
カリ
活
用は
未
然
形ハ「
深
対汁
不」「
白
刈.4η不」d
及
び
連
休

形(「
元
対刈へ
し」V
が
見
え、
形
容
動
詞のナ
リ
活用
で
は
否定
形
が「ニ

ア
ラ
ズ」
で
ある
〈「
円

qgb
不」「
怯
弱

はd刊日
不」「
善

叶」剖

叶〉
不」〉。

O「ア
タハ
ズ」
は
「コ
ト」
を
受
ける
ハ「
登
夜
半
月日
時
銭
数を
知る

dd制131不
し
て」〉の
叉「
得」
が
用
言を
受ける
時
には、「ヲ」を
伴

は
ずに「コト
得」
と
なる〈「
如
意
なる

.斗け補
ム
か
放
に」〉

O「
ク」
語
尾は、
引
用
文を
導く
為に
「イハ
グハ一去、
謂)」「マ
胃
サ
ク

ハ
言
ど
が
あ
り、
「ト
イフ」「グ」
などで
結ぶ。「ア
ラハ
サ
クハハ顕
と

(
結
び不
明v、「
オソ
ラ
クハハ
恐)」〈「
成せ
る
カ」で
結ぶV
の
如
き
副調

由&

的
な
用
法
や、
「
靴ラグ
耳」
の
如
き文
末を
結
ぶ用
法
も
見
える。

〔
副

詞〕

O
ア
ニ
ハ
蛍
〉
は
一

例
あ
り 、

ム
ヤ
で
結
ぶ

。
戸
「
輩 、

更
に
他
の
造
ハ
る
)

こ
と

を
須ゐ)
ム
ヤ」)

。イハ
ム
ヤ(
況〉は一一一
例、
結
びは
確で
ないの
も
らる
が、
次の
ゃ
うで

あるo
m吋械処ハの)〔之〕宵口?)

E・〕

況判仏の
示
現ハし〉
た
まふ
麗
界の
難
恩
なる
を
は
や

淵吋〔乎]
霊シ
グ
景キ
なろ
?」
と〉
独ハり〉
栄
光に
在て
心
ハに)
専

に
し
て
諦に
観
する
イ(はV
生
死を
超小ろ
不pg-フム
ヤ

なほ 、
イカニイハ
ム
ヤも
一

例
ある
。

側ゴは淵刊
多
時に
する
什.叶

。マ
サニハ当、
方〉
||「当」は「ベ
シ」と
結んだ
例が
ない。「
ム

」で
結ぶ

か戸「
当叶
度
脱を
得
4」〉、
又は
全
然結
びの
形を
制
限し
ないハ「
剖吋
感

48 



漏靭上生経賛古点i こ 関す る 翻査報告

ずる
こ
と
天
然

引き

5

2

2と
よ
さ
望
知る
叶」)

か
又は
不
読
して
「ベ
シ」
で
結ソひハ「
理リ
定
て[
応〕
爾く
あるへ
し'一〉

「寸
サ
ことは
よ
ま
ない。
「
方」は
情
態
副
詞で
るる
ハ「
刻叶
皆
願を
発

十'」〉。
Oモ
シハ
若〉
の
結
びは、「スル
ト
キニハ」ハ「
毒

相却汁
笥フ
ル

社司叶

吋」).「スル
ト
キ
ニハ

「4河リ〉
作
意シ
た
ま
ふ
剛叶〉、
「ス
レパ」(「
若

q)百ハを)
以て〔
而〕一
の
数と
為て
計

ヰ叶J吋」〉、
「ス
ル
イハ」(「
剖

ハし)六
事を
修
する
イ
は」〉
な
どと
なっ
て
ゐる。

Oタトへ
パハ
融ヲは、
「
似」
叉は「
如」
を
伴っ
て、
「
タ
トへ
パ・:ニ
ニ
タ

リ」ハ「

醐ぺ叶明
人
王ハの〉〔
之〕
内苑
は
天
帝の
喜
園

叫叫付司叶」)、「タ

トへ
パ:・ノゴ
トシ」ハ「
世
尊ハの〉
限
栂は
僑〈
広ハ
きこ
と)

輔dJ.
青
蓮

花の
薬

品河叶1て」ぱ
と
なる。

Oカレ、
ヵレニハ
故)
「
故」
は
文
頭
又は
句
頭の
際、
「ユヱ-
こと
も
訓

ずる
が、
又、
「カレ」
(「
今は〔
言〕
法
輪ハの〉〔
之〕
行
なり、

制J叶
教を

知ハるυ
を
法
輪
と
名
く」「
己ハに〉
し
て
永に
生
死の
十=
縁を
超エ
て、

故レ
兜
率
天に
生レ
て」)「
カレニ
トス「
義理
既に
同
なるハを〉
も
ちて
故

叶叶
浬
崎県ハのぱハ
之〕
時に門
与〕
仏と
異
なる〈こ
と〉
元シ」
と
も
訓
ずる。

Oソヱ-一
-|トヲコ
ト
点で、
漢
字の
左
下の
方に
離
れて
「丁」
之
ある

の
は、

朱点の
「3-
こ
と
大
休対
応
する
もの

で
あっ

て、
恐
ら
く
「ソ

ヱ-
こ
と
訓
ずるの
で
あ
ら
う。
ハ「ソヱ
エ」の
ある
点
図は
多
く、
叉、
古

点
本の
訓に
も
ある
J
(「
越
分ハの〉
所
望なり苅
病に
称ハへ
る)
行に
は

ハ
あらυ
不。

引刻吋名〈けて)
郊観
と
為」u

ハ
助
動
開
〕

Oシ
ム
ll「
令」は
読ま
ずに
澄い
て、
下で
補
読
する。
叉、
「
令」
なく

と
も
補
読
する
こ
と
が
ある。
「
を
して:::
し
む」
の
言ひ
方が
ある。

(「
有
情

剖は寸同(じ〉
く
仏慧に
入ハら〉
リ叫
む
と
する
か
故に」)

Oズ
||「
不」「
未」を
訓
む。
「
未」は
単
識で
あり、
「
イマ
ダ・:ズ」
と

再読
する
例は
ない。
未
然
形「ズ
ア
ラハム
ヤ)」、
中止
形「ズ
シ
テ」、

終止
形「ズ」

、

連
体
形「ヌ」
及び「ズ
ア
ル」
及
び「ザル」と
なっ
て
ゐる。

「
不l
不l」
の
構文の
訓み
方に
はご
種
あり、
付「
世
尊の
行会

c
歩

ミ

す44ト

た
ま
ふ
ζ
と
安
平
厚
序に
し
て
過サ

不
滅

サ
不ル
こ
と
猶ハし〉
牛玉の
知す

し」
の
や
う
な
もの
と、
同門

「
世
尊の
岡山
門は
長
く
もハあら〉
不、
短く
も

す

す

す引外引材寸吋汎引叫什例叫汁利ぺ刊は叶引刊叶当刊」
の
如〈「
も」を
伴ふ

もの
と
が
みめる。

Oジ
11「
不」
を
訓
ずる
例が
ある。

「
聴

〈(こ
と〉
明かにハ
あらυ
刊か

と
恐ハりυて」
の
「ア
ラジカ」
とい
ふ
言ひ
方は
上
代
語的で
ある。

Oタリハ
指定)
が
ある。「
七
支の
戒
M4
身の
三、
誇の
四
を
持チ」「
当

に
閤
浮
提の五
十六
億万
銭
叶引を
者」
の
如
くで
あ
る
が一
方「
諸の
善

法

叶刈叶斗ヲハ
十
善に
蹄メ
浪シ
ツ」
の
や
うに、
「
ト
ア
リ」
ハ
但し

「シ」を
含
む)
も
用
ゐ
ら
れる。

。ゴ
ト
シハ如、
等、
猶、
若〉
il
上
か
らの
接
続は「
周一貫+ガゴ
トシ」

ハ「
入レ
ル
か
如
し」υ、「
体
言+ノプ
トシ」ハ「仏
体ハの〉
大
小の
稲
殻の
量

ゴトの如し」》
と
なり、
又
終止
形は「プ
トシ」の
他に「プ
ト
グナリ」〈「
響へ

サカ

にbrEEEE'

ハ
批なる
士の
管(の〉
項の
如
く
なり」〉
も周
ゐら
れて
ゐる。
己
然
形は

「ゴ
ト
グア
レ
ドモ」と
なっ
て
ゐるハ「
四
指の
量リ
の
知
くア
レ
トモ」V。

補
読の
例
と
し
て
「
雲
雨の

斗叶J内法を
説
く」
が
ある。

助
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O
践はヲコ
ト
点「
イブ」「ト」「モ」
が
附い
て
ゐるの
で
イア
ト
モ
と

よ
ま
れる。
ハ「
身、
滅に
入レ
り
と

輸品叫叫法利
猶
在」〉

O「ス
ラ」
はご
例
あり、
何
れ
も
後に
「
況ヤ」
を
控へ
て
ゐる。

一一一
劫に
国
主す
る
司、
果〔
汚
官なるへ
し、

親
会
議

ハしv
た
まふ
境界の
難
思
なる
を
は
や

末
劫の
凡
夫は
行
多く
庸
闘
なる

刈汁拓く
悪
境を
超エ
て
彼の
浄
方

アヤ

をがルハとばい
ふ。・:
淵剖門
乎〕
霊シ
グ
景キ
なるハこ
と〉
独ハり〉喋

光に
在て心ハに〉
専に
し
て
諸に
観す
る
イ(は〉
生
死を
超ハえ〉
不

ハあYフム
ヤ〔
者
也〕

。「ノ
ミ」
は
「タ
ダシ」
の
呼応
に
用
ゐら
れる
他、
「
クノ
ミ」とし
て

文
末を
結ぶ
例
が一
例
ある。
2

闇
浮
提とい
ふ
は
批-ブ
グ
耳

O「ゾ」
は
文
末で
指定
するの
に
用
ゐら
れる
と
同
時に、
疑
問
語と
共

に
熱して
係
結を
も
なして
ゐる。

如
何
引能く
義を
現
廿dq

O「
カ」
も
同
じ
く
文
末で
疑
問を
示
すと
共に、
疑
問
諮と
熱し
て
係
結

の
係り
と
な
る。

何ν
の
処に
か
生るへ
き

如
何
な
る
を
刈如
来の
三
十=
相
と
刈刈

O「U」
は
「
イマ
シ」「タ
ダシ」と
黙する
外、
「
善
法
とシ
ア
ル
ヲハ」

と
文
中に
開
設
的に
存する一
例が
見ら
れ
る。

0・「
イ」
は
すべ
て
主
絡に
附く
例で、
体
言、
周一=一回連
体
形に
接
続し、

沢
家
叶自ラ
謬
算す
る
を
成せ
る
か

彼レ
に
翻せ
る
什、
即
是レ
十
善
道の
果なり

用
言に
附く
と
きに
は
「ヒ
ト
イ」「
イハ」
が
ある。

発
本
商せる

叶叶什
参
差の
過
有る
を
も
ちて

一
切
有情の
見る
什A.〔
者〕
歓
喜して
皆
殊
勝
利益
安
楽を
襲ハる〉こ

と
是〈の〉
如し

〔
徴
語〕
は
例
が
少い。
尊
敬を
払ふ
人
物の
動
作につ
い
て
は、
接
尾

語「タマ
フ」
を
附
ける
もの
と、「
在」
にヲコ
ト
点で「マ
シ
マ
ス」〈又

は「イマ
ス」υ
の
点
が
ある
もの
とで
ある。「タマフ」は
仮
名に
もヲコ

ト
点
に
も
記さ
れ

故に
ハ
仏は)
十五
日
を
もちて
入
浬繋シタマフ

釈
迦
仏、
〔
於〕
迦
雑
緩
衝国にハし
て〉
生レ

叫討.mJL〔
於〕
倶
戸
那
国

に
して
減に
入
りた
ま
ふこ
と

中に
は
仏が
自身の
こ
とに
対
して
用
ゐた
例もある。

処
胎
経の
第=
に
説〈か〉
〈、
我が
身
今滅(し」

叶討叫て
復
更に

〔
於〕
閣
浮
提に
は
生レ
不

(
以上〉

||
中田、
東
京
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大
学助
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授
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